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貿
易
と
関
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総
目
次 

 二
〇
〇
七
年
一
月
〜
十
二
月
号 

 

［
単
発
・
特
集
等
］ 

・
岐
路
に
立
つ
日
本 

│
ア
ジ
ア
と
の
共
生
の
政
治
学
と
新
政

権
│ 

（
佐
々
木
毅
）
１
・
４ 

・
日
本
・
イ
ン
ド
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ

を
考
え
る
（
上
） 

（
朝
倉
弘
教
／
松
村
敦
子
）
１
・
９ 

・
Ｅ
Ｃ
新
化
学
品
規
制
“
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
”

と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
／
Ｅ
Ｃ
法
（
上
） 

（
ハ
ロ
ル
ド
・
ホ
ー
マ
ン〈
翻
訳
：
平
覚
〉）

１
・3

4
 

・
Ｅ
Ｕ
投
資
税
制
の
構
造(4

) 

Ⅱ
．
投
資
税
制
の
法
的
構
造(3
) 

（
佐
藤
正
典
）
１
・4

3
 

・
日
本
・
イ
ン
ド
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ

を
考
え
る
（
下
） 

（
朝
倉
弘
教
／
松
村
敦
子
）
２
・
４ 

・
日
本
企
業
の
対
イ
ン
ド
投
資
の
可
能

性 

│
Ｆ
Ｔ
Ａ
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
事
業

戦
略
を
探
る
│ 

（
丸
上
貴
司
）
２
・1

8
 

・
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
Ｆ
Ｔ
Ａ 

│
環
境
保
全
型
Ｆ
Ｔ
Ａ
形
成
の
可
能
性

と
課
題
│ 

（
岩
田
伸
人
）
２･

2
8
 

・
Ｅ
Ｃ
新
化
学
品
規
制
“
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
”

と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
／
Ｅ
Ｃ
法
（
下
） 

（
ハ
ロ
ル
ド
・
ホ
ー
マ
ン〈
翻
訳
：
平
覚
〉）

２
・4

9
 

・
関
税
関
係
法
の
新
た
な
展
開 

（
青
山
幸
恭
）
３
・
４ 

・
モ
ン
ゴ
ル
の
外
資
関
係
法
規
（
上
） 

（
櫻
井
雅
夫
）
３
・2

2
 

・
途
上
国
と
米
国
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
知
財
条
項 

│
特
許
保
護
期
間
の
延
長
制
度
と
販
売

承
認
デ
ー
タ
保
護
規
定
な
ど
│ 

（
山
根
裕
子
）
３
・3

8
 

・
「
貿
易
関
連
能
力
開
発
」
の
有
効
性

と
課
題 

貿
易
政
策
と
開
発
援
助
政
策
と
の
整
合

性
（
上
） 

（
石
塚
哲
也
）
３
・5

3
 

・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
事
案
│
ゼ
ロ
イ
ン
グ
に

つ
い
て
│ 

（
長
谷
川
実
也
）
４･

2
0
 

国
有
企
業
の
民
営
化
と
相
殺
関
税 

│
Ｅ
Ｃ
鉄
鋼
事
件2

1

．
５
条
パ
ネ
ル
報

告
の
分
析
─ 

（
白
巴
根
）
４
・3

2
 

・
モ
ン
ゴ
ル
の
外
資
関
係
法
規
（
中
） 

（
櫻
井
雅
夫
）
４
・4

2
 

・
欧
州
憲
法
条
約
に
お
け
る
経
済
ガ
ヴ

ァ
ナ
ン
ス
問
題
と
将
来
課
題
（
上
） 

（
山
下
英
次
）
４
・4

9
 

・
経
済
・
社
会
の
活
性
化
と
税
制
改
革 

（
森
信
茂
樹
）
５
・
４ 

・
Ｅ
Ｕ
租
税
政
策
の
形
成
・
Ⅰ 

（
佐
藤
正
典
）
５
・1

8
 

・
欧
州
憲
法
条
約
に
お
け
る
経
済
ガ
ヴ

ァ
ナ
ン
ス
問
題
と
将
来
課
題
（
下
） 

（
山
下
英
次
）
５
・2

6
 

・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
多
国
間
交
渉 

│
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
農
業
交
渉
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ド
ー

ハ
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ 

（
山
浦
広
海
）
５
・3

8
 

・
環
境
と
経
済 

│
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
め
ぐ
っ

て 

（
和
気
洋
子
）
５
・
４ 

・
モ
ン
ゴ
ル
の
外
資
関
係
法
規
（
下
） 

（
櫻
井
雅
夫
）
５
・3

0
 

・
日
本
・
ア
セ
ア
ン
Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ

を
考
え
る
・
Ⅰ 

（
朝
倉
弘
教
／
松
村
敦
子
）
７
・
４ 

・
韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
合
意
と
日
本
及
び
東
ア

ジ
ア
経
済
統
合
へ
の
影
響 

（
尾
池
厚
之
／
馬
場
誠
治
）
７
・1

8
 

・
「
グ
ロ
ー
バ
ル
貿
易
に
お
け
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
強
化
と
円
滑
化
に
関
す
る

調
査
研
究
」
を
終
え
て
（
上
） 

（
長
瀬
透
）
７
・3

5
 

・
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
問
題
と
日
米
関

係 

（
森
本
敏
）
８
・
４ 

・
ア
ジ
ア
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
と
関

税
行
政 

（
青
山
幸
恭
）
８
・1

6
 

・
中
国
物
流
│
そ
の
課
題
と
展
望
│ 

（
丁
〈
町
田
〉
一
兵
）
８
・4

8
 

・
今
後
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
経
済 

台
頭
す
る
中
国
経
済 

（
大
橋
英
夫
）
８
・5

8
 

・
独
禁
法
を
め
ぐ
る
内
外
の
諸
問
題 

（
上
杉
秋
則
）
９
・
４ 

・
東
ア
ジ
ア
を
舞
台
と
す
る
各
国
の
攻

防 

（
尾
池
厚
之
）
９
・1

0
 

・
日
本
・
ア
セ
ア
ン
Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ

を
考
え
る
・
Ⅱ 

（
朝
倉
弘
教
／
松
村
敦
子
）
９
・4

1
 

・
「
グ
ロ
ー
バ
ル
貿
易
に
お
け
る
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
強
化
と
円
滑
化
に
関
す
る

調
査
研
究
」
を
終
え
て
（
中
） 

（
長
瀬
透
）
９
・6

2
 

・
日
豪
経
済
連
携
協
定
の
戦
略
的
重
要

性
と
日
本
経
済
へ
の
影
響 

（
木
村
福
成
／
久
野
新
／
板
倉
健
）10

・

４ 
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・
“
欧
州
合
衆
国
”
は
見
果
て
ぬ
夢
に 

（
藤
原
豊
司
）1

0

・3
0
 

・
名
古
屋
港
開
港
１
０
０
周
年
記
念 

大
い
な
る
飛
翔 

（
末
吉
順
治
）1

1

・1
7
 

・
最
近
の
朝
鮮
半
島
情
勢
と
日
本
の
外

交 

（
重
村
智
計
）1

1

・3
6
 

・
東
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
と
変
貌
す
る

物
流
事
情 

（
藤
崎
成
昭
）1

1

・4
3
 

［
連
載
等
］ 

◆
潮
流
・
国
際
経
済
の
中
か
ら
（
島
田

克
美
） 

2
2
5

・
新
版
法
人
資
本
主
義
に
向
か
う
の

か 

１
・
２ 

2
2
6

・
日
本
経
済
の
な
ぜ
を
問
い
直
せ 

２
・
２ 

2
2
7

・
市
場
主
義
の
受
け
入
れ
方
は
こ
れ

で
よ
い
の
か 

３
・
２ 

2
2
8

・
も
の
づ
く
り
ニ
ッ
ポ
ン
復
活
の
ジ

レ
ン
マ 

４
・
２ 

2
2
9

・
中
国
市
場
で
注
目
さ
れ
る
政
策
環

境
の
変
化 

５
・
２ 

2
3
0

・
対
欧
比
較
で
み
た
日
本
の
経
済
社

会 

６
・
２ 

2
3
1

・
場
当
た
り
政
治
の
日
本
を
悲
し
む 

７
・
２ 

2
3
2

・
日
本
企
業
の
買
収
防
衛
策
は
な
ぜ

支
持
さ
れ
た
か 

８
・
２ 

2
3
3

・
日
本
経
済
の
実
相
と
政
策
論
の
混

迷 

９
・
２ 

2
3
4

・
欧
米
の
金
融
変
調
と
リ
ス
ク
テ
ー

ク
競
争
の
構
造 

1
0

・
２ 

2
3
5

・
政
治
経
済
、
攻
守
逆
転
の
秋
か 

1
1

・
２ 

 

◆
日
本
の
原
産
地
規
則
の
概
要
・
比
較

分
析
篇
（
上
川
純
史
） 

６
・
原
産
地
規
則
の
各
論(5

) 

１
・2

6
 

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
商
取
引
法
と
国
際
商
事

仲
裁
（
新
堀
聰
） 

各
論(7

)

：
信
用
状
と
詐
欺
・
Ⅳ 

２
・3

9
 

各
論(8

)

：
貿
易
実
務
家
の
た
め
の
ウ
ィ

ー
ン
売
買
条
約
講
義
・
Ⅰ 

４
・
５ 

各
論(8

)

：
貿
易
実
務
家
の
た
め
の
ウ
ィ

ー
ン
売
買
条
約
講
義
・
Ⅱ 

５
・1
6
 

各
論(8

)

：
貿
易
実
務
家
の
た
め
の
ウ
ィ

ー
ン
売
買
条
約
講
義
・
Ⅲ 

８
・3

6
 

各
論(8

)

：
貿
易
実
務
家
の
た
め
の
ウ
ィ

ー
ン
売
買
条
約
講
義
・
Ⅳ 

1
0

・1
8

： 

◆
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の

法
的
視
座
（
石
黒
一
憲
） 

1
8
7

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

1
6

） 

１
・5

3
 

1
8
8

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

1
7

） 

２
・5

3
 

1
8
9

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

1
8

） 

３
・6

0
 

1
9
0

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

1
9

） 
４
・5

4
 

1
9
1

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

2
0

） 

５
・5

3
 

1
9
2

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

2
1

） 

６
・5

2
 

1
9
3

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

2
2

） 

７
・5

3
 

1
9
4

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

2
3

） 

８
・7

0
 
 

1
9
5

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

2
4

） 

９
・8

6
 
 

1
9
6

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

2
5

） 

1
0

・5
4
 
 

1
9
7

・
国
際
課
税
と
抵
触
法（
国
際
私
法
）

（
中-

2
6

） 

1
0

・5
4
 
 

◆
Ｅ
Ｕ
法
の
最
前
線 

8
1

・
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
る
民
事
司
法
協
力
と

「
共
同
体
系
の
完
全
な
実
効
性
」 

（
須
網
隆
夫
）
１
・7

5
 

8
2

・
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
と
東
欧
諸
国
の

憲
法 

│
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
チ
ェ
コ
の
憲
法
裁
判

所
判
決
│ 

（
中
村
民
雄
）
２
・7

5
 

8
3

・
欧
州
連
合
市
民
と
欧
州
議
会
議
員

選
挙
の
選
挙
権
・
被
選
挙
権 
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（
大
藤
紀
子
）
３
・8

3
 

8
4

・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
対
抗
措
置
に
よ

る
個
人
の
損
害
の
救
済
可
能
性 

（
小
場
瀬
琢
磨
）
４
・7

5
 

8
5

・
Ｅ
Ｃ
競
争
法
と
各
国
競
争
法
の
両

方
に
違
反
す
る
行
為
に
対
す
る
損
害

賠
償 

（
多
田
英
明
）
５
・7

5
 

8
6

・
年
功
型
賃
金
制
度
を
め
ぐ
る
間
接

差
別
の
成
否 

（
橋
本
陽
子
）
６
・7

5
 

8
7

・
弁
護
士
報
酬
規
程
と
Ｅ
Ｃ
競
争

法
・
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
移
動 

（
山
岸
和
彦
）
７
・7

5
 

8
8

・
指
令
に
も
と
づ
く
国
内
刑
事
罰
加

重
の
否
定 

（
西
連
寺
隆
行
）
８
・9

1
 

8
9

・
病
人
の
移
動
と
自
由
と
国
営
健
康

サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｓ
）
の
費
用
負
担

義
務 

（
中
村
民
雄
）
９
・1

0
7
 

9
0

・
農
地
利
用
に
関
す
る
構
成
国
規
制

と
資
本
の
自
由
移
動
原
則
と
の
衝
突 

（
小
場
瀬
琢
磨
）1

0

・7
5
 

9
1

・
Ｅ
Ｕ
法
の
適
用
範
囲
と
基
本
的
人

権
に
基
づ
く
資
本
審
査 

│
カ
ル
ナ
ー
事
件
先
決
裁
定
│ 

（
須
網
隆
夫
）1

1

・8
5
 

 

◆
Ｍ
Ｏ
Ｆ
・
ｉ
ｎ
ｇ 

１
・
Ｗ
Ｃ
Ｏ
総
会
に
つ
い
て 

（
山
岡
時
生
）
９
・8

1
 

◆
関
税
と
貿
易
の
散
歩
道（
朝
倉
弘
教
） 

１
・
明
治
初
期
の
税
関
呼
称
の
混
乱 

1
1

・4
0
 

  


